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取締役会の実効性評価結果の概要に関するお知らせ 

 

当社は、東京証券取引所が定める「コーポレートガバナンス・コード」に基づき、取締役会の機能

の向上を図ることを目的として、取締役会の実効性に関する分析・評価を実施しました。その結果の

概要につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 評価の方法 

当社は、全ての取締役（監査等委員会である取締役を含む）７名を対象として、2024年10月に

取締役会の実効性評価アンケートを実施いたしました。取締役会の実効性評価に係る評価項目は、

リスク・コンプライアンス委員、監査等委員及び外部の専門家からの助言を踏まえて決定し、内

部監査室が評価結果のとりまとめを行いました。その回答の集計結果をもとに、取締役会におい

て課題や今後の取り組みについて協議いたしました。 

 

取締役会の実効性評価における評価項目は以下のとおりです。 

（１） 取締役会の構成と役割分担 

（２） 取締役会での全社的なリスク管理 

（３） 取締役会の責務 

（４） 取締役会の運営状況 

（５） 再発防止策への取り組み 

（６） 株主・投資家との対話 

（７） フリーコメント 

 

２． 取締役会の実効性に関する分析及び評価結果の概要  

上記の評価項目による取締役会の分析及び討議・検証の結果、当社取締役会は、当社における

取締役会の実効性は概ね確保されていると評価いたしました。 

評価項目別の結果を見ると、「（５）再発防止策への取り組み」が最も評価が高い結果となりま

した。また、個別の評価結果を見ると、「（２）取締役会での全社的なリスク管理 ①リスク管理の

重要性の認識」、「（４）取締役会の運営状況 ⑥取締役会議事録の共有」、「（５）再発防止策への取

り組み ①進捗状況等の共有」が高い評価結果となりました。 

一方、改善の余地があり、今後更なる取り組みが望まれる項目としては、「（３）取締役会の責

務」と「（６）株主・投資家との対話」が、平均評点以下となっており、更なる実効性向上が望ま

れる評価結果となりました。個別の評価結果を見ると、「（１）取締役会の構成と役割分担 ④取締

役会メンバーの多様性」と「（３）取締役会の責務 ⑤取締役会の長期的戦略の効果的な管理」が

平均評点以下で全項目のうち最も低い評価となり、『更なる実効性向上が望まれる』評価結果とな

りました。 

 

３． 今後の対応 

取締役会の実効性を更に高める観点から、まずは「取締役会の構成と役割分担」について、多



様性（女性・国際性・年齢）のあるメンバー構成に改善いたします。また取締役会の実効性評価

アンケートのフリーコメントで挙げられた「上程資料の正確性・品質の向上」や「報告者の説明

力の向上」に関する意見について、これらの改善点を検討する必要があると考えております。ま

た、他社の取締役会評価事例に見られるように、継続的な改善プロセスを導入し、取締役会の実

効性を定期的に見直しながら、当社の経営ガバナンス体制の強化に努めてまいります。 

 

以上 


